令和元年度市町村共同募金委員会担当職員研修会（県央広域）開催要項
1　目的

地域福祉課題の解決を目的とした事業を推進するための民間財源として、共同募金への期待が高まっており、共同募金運動は赤い羽根募金として定着している一方で、地域住民に対する募金運動の目的について理解、共感を得ることが重要であり、更なる市町村共同募金委員会の積極的な取組が求められています。
　　本研修会では、今後の募金運動の在り方の協議や、赤い羽根全国ミーティング参加者による伝達研修により、広域の市町村共同募金委員会及び市町村社会福祉協議会の担当職員が課題を共有し、具体的方策を習得することを目的に開催します。
2　主催

社会福祉法人岩手県共同募金会
　　
3　共催
岩手県共同募金会盛岡市共同募金委員会
4　日時

令和元年10月25日（金)　13時～17時
5　会場
盛岡市総合福祉センター　1階レクリエーション室　
（盛岡市若園町2番2号　TEL/019-651-1000）
　　　※近隣の有料駐車場を利用してください。
6　対象エリア
盛岡市・八幡平市・滝沢市・雫石町・岩手町・葛巻町・紫波町・矢巾町
7　 参加対象

(1)  市町村共同募金委員会業務担当職員（2名以内）
(2)  市町村社会福祉協議会地域福祉担当職員（1名）
8　参加費
　　無料

9　参加申込み
別紙参加申込書に必要事項を記入の上、10月11日(金)までにFAX又はEメールで申込み
願います。
＜申込み・照会先＞　社会福祉法人岩手県共同募金会　担当：畠山
〒020-0831　盛岡市三本柳8地割1番3　ふれあいランド岩手内

TEL 019-637-8887　FAX 019-637-9712　E-mail iwate-kyoubo@iwate-shakyo.or.jp
	時　間
	内　容

	12:30～13:00
	受付

	13:00～13:05
	開会・挨拶　日程説明

	13:05～13:35
（30分）
	○第3期「赤い羽根アクションプランいわて2019～2023」について
　　　　　　　　　　　　　　岩手県共同募金会　事務局長　畠山泰彦

○市町村共同募金会出納業務の留意点について
岩手県共同募金会　主任主査　高橋佳奈子

	13:35～14:15
(40分)
	【　第9回赤い羽根全国ミーティング伝達研修1　】

「社協と共募」地域課題と共同募金の活用
～財源としてではなく、地域福祉を推進するツールとして活用する共同募金～

　
報告者：奥州市共同募金委員会 主事　菊地　光祐　氏

	14:15～14:55
(40分)
	【　第9回赤い羽根全国ミーティング伝達研修2　】

「募金」見ている先は同じですか？企業の視点と共募の視点
～教えます！企業のココロのつかみ方～
報告者：盛岡市共同募金委員会 主事  田澤　敦　氏

	14:55～15:10
（15分）
	休憩

	15:10～16:10
（60分）
	【グループ協議】
　〇盛岡市共同募金会取組事例の紹介（10分）
〇グループごとに課題テーマを選定し協議

    ※進行係1名、記録報告1名を選ぶ


	16:10～16:50
（40分）
	【グループ報告】


	16:50
	閉会


　10　研修日程
令和元年度市町村共同募金委員会担当者研修会（県央広域）参加申込書
申込期限：令和元年10月11日(金)
送信先：岩手県共同募金会
ＦＡＸ　019-637-9712　※添書不要
	（市町村名）共同募金委員会
	記入者（役職名・氏名）

	（　　　　　　　　）市・町・村
	


	区分
	職　名
	参加者 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)
	現職担当年数

	共募担当
	
	
	　年　月

	共募担当
	
	
	年　月

	社協地域
福祉担当
	
	
	　年　月


	グループ協議で取り上げたい課題テーマ（下記から1つ選択記入）

	＜課題＞〇印を記入
　①審査委員会の設置　　②公募助成　　③地域歳末の配分見直し　④その他（　　　　　　）


